
　友達が飲酒や喫煙をしていることを見たり、知ったりし

たときは体に良くないことを伝えてやめさせます。夜、未成

年者が外にいるはずのない時間帯にいる事は絶対にいけな

いと思います。睡眠不足で体調を崩したり、悪いことに巻き

込まれる危険があります。私は、この２つのことを「しない」

・「させない」ようにし、自分の友達を大切にしていくこと

を誓います。

　八重瀬町内の事件や沖縄県内の少年による事件の多さを

目の当たりにして他人事ではなくもっと真剣に考えなけれ

ばならないと実感しました。

１、みんなが学校に来れる環境を作り、仲間の一人として受

け入れ声かけをしていくことです。そして、みんな笑顔で卒

業式を迎えられるようにしたいです。２、深夜徘徊や飲酒・

喫煙などの誘惑に負けず、自分を信じ夢や希望を持って頑

張ります。３、いじめや暴力は絶対にダメだという勇気を持

って命を大切に生きていきます。子どもや大人地域の人が

心を一つにして明るい社会をみんなで築いていきましょう。

　私たちの町で凄惨な集団暴行事件が起こってしまい大変

なショックを受けました。このような事件が二度と起こら

ないためには、一人ひとりの意識はもちろんですが、非行へ

の誘いに乗らない、誘わないということが大切です。しっか

りと自分の意志を持ちそれを貫き通す精神を持たなければ

なりません。それをサポートしてくれる父母や地域の方々、

先生の声も必要です。

　時代を担う子どもたちが心身ともに豊かでたくましく成長することは私たちすべての願いです。し

かし、子どもたちの取り巻く環境は年々悪化しています。一家庭、一学校、一地域の問題で解決できるも

のではありません。ましてや、誰かがやってくれるものでもありません。今こそみんなで連携を図りな

がら真剣に取り組んでいかなければなりません。出来ることから取り組んでいきましょう。まずは、私

たち大人の姿勢です。基本的な挨拶、子どもたちだけではなく、大人同士の挨拶をきちんとしましょう。

子どもたちへの声かけも積極的に行いましょう。悪いことは悪いとはっきりとわが子もよその子も見

て見ぬふりをするのではなく、毅然とした態度で応じましょう。私たち大人はそれぞれの立場で子ども

たちと関わりながらみんなで力を合わせて問題に真正面から取り組んでいきましょう。

金城　彩夏　東風平小学校６年

知念　昂志　東風平中学校３年

金城　ももこ　向陽高等学校２年

新里　司　ＰＴＡ連合会会長

一　「命」を大切にする心を育み、思いやりのある青少年を育成します

一　「いじめ」「暴力」「虐待」のない明るい社会をみんなでつくります

一　毎月第３金曜日の「少年を守る日」を推進し「深夜はいかい・飲酒等非行の芽生えを許さない愛の一声運動」を展開します

一　毎月第３土曜日「地域教育の日」を推進し地域活動に積極的に参加させ、友愛と連携の輪を広げる青少年を育成します

一　毎月第３日曜日「家庭の日」を推進し家族のふれあいを深め、明るく楽しい家庭づくりに務めます

一　青少年に有害な環境を浄化し、薬物乱用の問題行動を防止します

一　「一戸一灯運動」を推進し「安全安心な犯罪のない町づくり」に取り組みます

一　沖縄の「夜行社会」を改善するために、シンデレラタイム（深夜１２時前の帰宅）を励行し、特に子どもの夜８時以降の外出

　　については、注意を促します

　八重瀬町から青少年の深夜はいかいや交通事故をな
くし、心豊かな青少年を育てると共に、犯罪のない明る
い社会を築くことを目的とした「青少年を非行や事件・
事故から守り、社会を明るくする町民大会」（主催：同
大会実行委員会）が７月６日、東風平中学校で開かれま
した。６月に町内で発生した少年らによる集団暴行事
件を受け一部内容を変更して行われた大会には、町Ｐ
ＴＡ連合会など４６団体から約３００人が参加、同様
の事件の再発防止とより良い育成環境を実現するため
に町民総ぐるみで地域に根ざした幅広い活動を展開す
ることを誓いました。その後、大会のテーマが書かれた
横断幕を掲げ街頭パレードを行いました。

●　周囲に自分の所有物が飛散していないか確認
し、あれば回収する。

●　断線した電線に絶対にさわらない。

●　浸水の被害にあったら家の中の風通しを良く
して乾燥させ、消毒を念入りに行う。

●　落ち葉は枯らしてから、もやすごみの日に出す。

●　強風や飛散物によって、窓ガラスが割れたと
きのガラスの飛散を防ぐために布テープなどを
貼り、カーテンやブラインドを下ろす。必要な
らば外から板を打ち付けて補強する。

●　風で飛ばされそうなもの（トタン、鉢植え、
ごみ箱、物干し竿など）はしっかり固定、収納
しておく。

●　大雨による家屋への浸水を防ぐため、周囲の
側溝や排水溝を掃除して水はけを良くしておく。

●　停電や断水、ケガに備えるため、懐中電灯、
携帯ラジオ、予備の電池、飲料水、食料品、救
急用品など必要なものを準備する。

●　強風で樹木の枝が折れて電線を断線しないよ
う庭木の枝などは、適当な高さに伐採する。

●　テレビやラジオの台風情報に注意する。

●　外出や畑の見回り、脚立を使っての作業など
はしない。（強風による転倒や飛散物によるケガ
の恐れ。）

●　危険を感じたり、役場や消防からの勧告や指示
があった場合に備えて、避難できるよう準備する。

●　高潮が危険なため海岸付近には近づかない。

　平成23年5月28日から29日にかけて、
沖縄地方を襲った台風第 2 号は、県内
各地に甚大な被害をもたらしました。
　八重瀬町内においても、特にトタン
の飛散による車両の破損などの被害報
告が多数報告されました。
　強風で飛ばされたトタンは非常に危
険です。また飛散したトタンが電線に
かかると断線、電柱の倒壊の原因にな
りますので、堅固に固定しておきま
しょう。

災害による被害

をなくすために

【総務課消防・防災係】TEL ： 998-2200　E-mail ： soumu@town.yaese.lg.jp

①台風が来る前に

③台風が去ったら

平成 23年 6月から義務化！！
住宅用火災警報器設置しましたか！？住宅用火災警報器設置しましたか！？

◎家族の命を守る住宅用火災警報器
島尻消防・清掃組合消防本部 予防課　948-3052

火
事
だ
！！

②台風が接近したら



開　催　日：８月13日　場所：富盛公民館前
道ジュネー：8月12日　場所：富盛公民館前

富盛エイサー富盛エイサー

開催日：8月13日、14日、15日　場所：具志頭公民館前
道ジュネー：8月14日　場所：字具志頭区内

ぐしちゃんエイサーぐしちゃんエイサー

開　催　日：8月13日　場所：東風平公民館前
道ジュネー：8月12日　場所：東風平公民館前

東風平エイサー東風平エイサー

安里エイサー安里エイサー
開催日：8月12日、13日　場所：安里公民館前

開催日：8月12日、13日　場所：新城公民館前

新城エイサー新城エイサー

　
第
３７
回
島
尻
地
区

中
学
校
夏
季
大
会
に
お

い
て
活
躍
し
た
具
志
頭

中
学
校
と
東
風
平
中
学

校
の
選
手
ら
が
６
月
１７

日
、
役
場
を
訪
れ
比
屋

根
町
長
へ
成
績
を
報
告

し
ま
し
た
。
比
屋
根
町

長
は
「
体
調
管
理
に
気

を
つ
け
、
県
大
会
で
の

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
を
代
表
し
て
、
具

志
頭
中
学
校
女
子
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
部
宮
城
未
知

河
キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
こ

れ
ま
で
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
上
位
入

賞

し

ま

す
。
ま

た
、

町
長
へ
県
大
会
の
報
告

が
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
」、
東
風
平
中
学

校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
中
山
美
裕

キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
支
え

て
く
れ
た
先
生
や
親
に

恩
返
し
が
で
き
る
よ
う

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

優
勝
を
目
指
し
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
第
29
回 

沖
縄
県
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

大
会
が
6
月
18
日
と
25
日
の
両
日
、
東
風

平
運
動
公
園
体
育
館
と
浦
添
市
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
、
八
重
瀬
ク
ラ
ブ
Ｊ
ｒ
が
Ｂ

パ
ー
ト
（
小
学
生
５
年
生
以
下
の
部
）
に
お

い
て
、
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
　
創
部

４
年
目
の
若
い
チ
ー
ム
で
は
あ
り
ま
す
が
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
県
大

会
を
制
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
平
仲
竜
啓

君
は
「
来
年
は
Ａ
パ
ー
ト
（
小
学
生
6
年
生

の
部
）
で
優
勝
を
し
て
、
全
国
大
会
に
出
場

し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
今

後
も
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

が
ん
ば
れ
八
重
瀬
ク
ラ
ブ
Ｊｒ
！

八重瀬クラブＪｒ

バ
ス
ケ
女
子
日
本
代
表

伊
集
南
さ
ん

第３７回島尻地区中学校夏季大会活躍光る !

 沖縄県小学生ハンドボール大会
Ｂパート 優勝!!

東
風
平
中
学
校

具
志
頭
中
学
校

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

（
代
表
）

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

（
低
学
年
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
テ
ニ
ス

女
子
テ
ニ
ス

野
球

女
子
卓
球

優
勝

優
勝

準
優
勝

準
優
勝

3
位

3
位

4
位

5
位

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

男
子
卓
球

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

女
子
剣
道

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
卓
球

　
今
月
、
中
国
・
深
圳
で
開
催
さ
れ
る
「
第

２６
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
競
技
大
会
」
に
女

子
Ｕ-

２４
（
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
）
日
本
代

表
と
し
て
伊
集
南
さ
ん
（
字
後
原
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
伊
集
さ
ん
は
、
少
学
生
時
代
学
童
野
球
で

ピ
ッ
チ
ャ
ー
を
任
せ
ら
れ
る
ほ
ど
頼
り
に
な
る

存
在
。
中
学
校
か
ら
バ
ス
ケ
を
始
め
、
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
ガ
ー
ド
。
県
選
抜
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ル
ス

タ
ー
に
選
出
。
バ
ス
ケ
以
外
に
も
陸
上
の
４
種

競
技
（
１
０
０
ｍ
Ｈ
・
走
り
高
跳
び
・
砲
丸
投
げ
・

２
０
０
ｍ
）
に
お
い
て
県
中
学
記
録
を
樹
立
。

糸
満
高
校
に
進
学
後
も
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
バ

ス
ケ
に
熱
中
し
、
国
体
予
選
九
州
大
会
出
場
、

Ｕ-

１８
育
成
選
手
に
選
抜
さ
れ
る
。

　
筑
波
大
学
進
学
後
も
ガ
ー
ド
と
し
て
の
活
躍

が
認
め
ら
れ
現
在
に
至
る
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
応
援
お
願
い
し
ま
す
。

主
な
経
歴

各
字(

し
ま)

の
エ
イ
サ
ー

め
ぐ
り
に
出
か
け
よ
う

開
催
日
・
場
所
／
８
月
１５
日 

東
風
平
公
民
館
前

開
催
日
・
場
所
／
８
月
１４
日 

世
名
城
公
民
館
前

開
催
日
・
場
所
／
８
月
１４
日 

志
多
伯
馬
場
公
園

開
催
日
・
場
所
／
８
月
１４
日 

当
銘
公
民
館
前

開
催
日
・
場
所
／
８
月
１３
日 

高
良
児
童
館
前

開
催
日
・
場
所
／
８
月
１３
日 

小
城
展
望
台
前

開
催
日
・
場
所
／
８
月
１４
日 

友
寄
馬
場
公
園

開
催
日
・
場
所
／
８
月
１６
日 

安
里
の
拝
所

　
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
も

特
に
賑
や
か
な
旧
盆
の
時
期
が

も
う
す
ぐ
や
っ
て
き
ま
す
。

　
8
月
12
日
か
ら
15
日
の
間
、

町
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
は
、

各
字(

し
ま)

の
エ
イ
サ
ー
が
披
露

さ
れ
ま
す
。

　
勇
壮
な
太
鼓
の
音
と
も
に
、
華

麗
に
勇
ま
し
く
踊
る
地
元
青
年
会

の
エ
イ
サ
ー
を
ご
覧
あ
れ
。

その他の各字の伝統行事
東
風
平
綱
引
き

世
名
城
綱
引
き

志
多
伯
綱
引
き

当
銘
綱
引
き

高
良
綱
引
き

小
城
綱
引
き

友
寄
の
綱
引
き

安
里
の
ウ
フ
デ
ー
ク

開
催
日
・
場
所
／
８
月
１５
日 

玻
名
城
公
民
館
前

玻
名
城
シ
ー
サ
ー
ウ
ー
ク
イ

第29回

2011.8 45 2011.8



戦
後
66
年
目
の

願
い

八
重
瀬
町

戦
没
者
追
悼
式

　戦
後
６６
年
、
先
の
大
戦
で
亡
く

な
っ
た
戦
没
者
の
み
霊
を
慰
め
る
八

重
瀬
町
戦
没
者
追
悼
式
が
６
月
１４

日
、
具
志
頭
城
址
内
の
魄
粋
之
塔
前

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
遺
族
連
絡
協

議
会
や
小
中
学
校
な
ど
の
各
種
団
体

の
代
表
者
ら
約
百
人
が
出
席
し
、
全

員
で
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。
町

遺
族
連
絡
協
議
会
の
新
門
竹
一
会
長

が
「
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
伝
え
、

世
界
の
恒
久
平
和
が
一
日
も
早
く
実

現
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
と
追

悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。
追
悼

式
に
参
加
し
た
具
志
頭
小
学
校
６
年

の
高
良
清
弥
く
ん
は
「
戦
争
は
絶
対

に
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
」
と
平
和

へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　強
い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
中
、

遺
族
や
関
係
者
で
焼
香
し
、
戦
没
者

へ
祈
り
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
付
け
る
と

恐
ろ
し
い
光
景
が

目
の
前
に
飛
び
込
ん
で
来
た

津
波
に
お
そ
わ
れ
　
逃
げ
惑
う
人
々

目
の
前
で
肉
親
や
友
達
が
　
流
さ
れ
て
い
く

何
も
出
来
な
い
も
ど
か
し
さ

側
で
一
緒
に
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
祖
父

ふ
と
横
を
み
る
と

目
に
涙
を
た
め
な
が
ら

画
面
か
ら
　
目
を
そ
ら
し
た

そ
れ
か
ら
　
ゆ
っ
く
り
　
仏
壇
の
方
を
見
た

６６
年
前
の
事
が

フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
し
た
の
か

祖
父
は
　
弟
を
対
馬
丸
で
失
っ
た

そ
の
光
景
が
　
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ

い
ま
だ
　
見
つ
か
ら
な
い
遺
骨

き
っ
と
ま
だ
　
冷
た
い
海
の
底
に
い
る
の
だ
ろ
う

だ
か
ら
　
祖
父
に
と
っ
て

ま
だ
　
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
な
い

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
ご
め
ん
ね
。

何
も
し
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
」

心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
た

心
の
奥
底
に
秘
め
て
い
る
想
い
を

少
し
で
も
　
分
か
っ
て
あ
げ
た
い

助
け
て
あ
げ
た
い

い
つ
も
の
笑
顔
に
　
戻
し
て
あ
げ
た
い

私
に
出
来
る
事
っ
て
何
だ
ろ
う
？

毎
日
平
和
に
過
ご
し
　
何
不
自
由
な
く
い
る
私

今
　
私
が
こ
こ
に
い
る
の
も

恐
ろ
し
い
戦
争
を
　
生
き
抜
い
て
く
れ
た

祖
父
達
の
お
か
げ

「
あ
り
が
と
う
」

そ
の
苦
し
み
　
悲
し
み
を

同
じ
よ
う
に
　
分
か
っ
て
あ
げ
る
事
は

で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い

だ
け
ど
　
二
度
と
　
無
残
な
出
来
事
を

起
こ
し
て
は
い
け
な
い

戦
争
は
　
人
間
の
欲
望
が
　
生
み
出
し
た
物
だ

戦
争
を
起
こ
し
た
も
の
が
　
人
間
な
ら
ば

そ
れ
を
止
め
る
事
が
出
来
る
の
も
　
人
間
だ

今
　
ま
だ
世
界
の
ど
こ
か
で

戦
争
を
し
て
い
る
国
が
あ
る

あ
の
悲
惨
な
体
験
を
し
た
に
も
関
わ
ら
ず

で
も
　
分
か
っ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば

祖
父
の
想
い
を

ず
っ
と
　
消
え
な
い
心
の
傷
を

だ
か
ら
　
私
に
出
来
る
事
を
　
一
つ
ず
つ

や
っ
て
い
こ
う

そ
う
す
れ
ば
　
き
っ
と

真
の
平
和
が
お
と
ず
れ
る

だ
か
ら
信
じ
て
　
お
じ
い
ち
ゃ
ん

終
わ
り
を
告
げ
て
い
な
い
戦
争

　小
中
高
生
の
平
和
へ
の
願
い
が
こ
も
っ
た
図
画
や
作
文
、

詩
を
集
め
た
「
第
２１
回
児
童
・
生
徒
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」

（
主
催
・
沖
縄
県
平
和
記
念
資
料
館)

の
入
選
者
が
６
月
１５
日
、

県
庁
で
発
表
さ
れ
、
白
川
小
学
校
６
年
我
如
古
友
香
さ
ん
の

「
終
わ
り
を
告
げ
て
い
な
い
戦
争
」
が
小
学
校
高
学
年
の
詩

部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

我如古友香さん

我
如
古
友
香
さ
ん
の
詩

小
学(

高)

の
部

『
第
2 1
回
児
童
生
徒
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
』

最
優
秀
賞

姉妹都市

人
事
交
流

　
八
重
瀬
の
皆
さ
ん
、
こ

ん
に
ち
は
。
香
南
市
と
人

事
交
流
中
の
宮
里
で
す
。

　
さ
て
、
四
国
の
夏
と
言

え
ば
、
高
知
の
「よ
さ
こ
い
」

と
、
徳
島
の

「阿
波
踊
り
」

で
す
が
、
こ
こ
香
南
市
で

も
、
「香
南
市
　
こ
ど
も
よ

さ
こ
い
連
合
会
」
と
い
う

香
南
市
内
の
小
学
生
と
保

護
者
を
中
心
に
し
た
チ
ー

ム
が
、
７
月
７
日
か
ら
練

習
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

私
も
香
南
市
教
育
委
員
会

職
員
と
し
て
、
「香
南
市
　

こ
ど
も
よ
さ
こ
い
連
合
会
」

に
参
加
し

「香
南
市
　
み

な
こ
い
港
祭
り
」
と

「第

５８
回
　
よ
さ
こ
い
祭
り
」
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
高
知
県
に
来
て
初
め
て
「よ

さ
こ
い
」
の
歌
詞
を
意
識
し

た
の
で
す
が
、
「よ
さ
こ
い

節
」
と
い
わ
れ
る
何
種
類
か

の
決
ま
っ
た
フ
レ
ー
ズ
が
あ

る
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
の

一
つ
に
「お
ら
ん
く
の
池
に
ゃ

　
潮
ふ
く
　
さ
か
な
が
お
よ

ぎ
よ
る
」
と
い
う
の
が
あ
る

の
で
す
が
、
訳
す
る
と

「私

の
家
の
池
で
は
、
潮
ふ
く
　

さ
か
な
が
泳
い
で
い
る
。
」

と
な
り
、
つ
ま
り

「池
＝

太
平
洋
」
「さ
か
な
＝
ク
ジ

ラ
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
さ
す
が
、
高
知
県
民
。

ス
ケ
ー
ル
が
桁
違
い
で
す
！

さ
ぁ
果
た
し
て
、
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
に

「よ
さ
こ
い
鳴
子

踊
り
」
は
踊
れ
る
の
か
？
？

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
時

点
で
は
、
ま
だ
ま
だ
練
習

も
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

が
、
こ
の
記
事
が
掲
載
さ

れ
る
頃
に
は
、
「香
南
市
　

み
な
こ
い
港
祭
り
」
が
終

わ
り
、
練
習
の
成
果
が
お

伝
え
で
き
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
お
楽
し
み
に
！

　
７
月
１３
日
　
港
川
　

漁
業
協
同
組
合
の
ご

協
力
に
よ
り
、
パ
ヤ

オ

（
漁
礁
）
視
察
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
早
朝
の
午
前
３
時

に
出
港
し
、
真
っ
暗

な
海
上
か
ら
見
る
島

の
風
景
は
ど
こ
か
郷

愁
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。
期
待
と
不
安

を
抱
き
つ
つ
船
に
揺

ら
れ
る
こ
と
２
時
間

強
で
パ
ヤ
オ
に
到
着

し
ま
し
た
。

　
ま
だ
薄
暗
い
中
、

さ
っ
そ
く
釣
り
糸
を

垂
ら
そ
う
と
す
る

の
で
す
が
、
船
の
揺

れ
に
四
苦
八
苦
し

ま
し
た
。

　
波
が
高
か
っ
た
の
か

と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
船
長
に
聞
い
て

み
る
と
普
段
よ
り
穏

や
か
と
い
う
こ
と
で

驚
き
で
す
。

　
太
陽
が
昇
り
、
改

め
て
船
の
周
囲
を
眺

め
て
み
る
と
、
見
渡

す
限
り
の
蒼
！！

　
吸
い
込
ま
れ
る
よ

う
な
深
く
透
明
な

海
の
蒼
さ
に
感
動

で
す
！！

　
そ
の
後
は
、
マ
グ
ロ

や
カ
ツ
オ
等
の
収
穫

が
あ
り
ま
し
た
が
、

な
ん
と
言
っ
て
も
一

番
の
収
穫
は
、
普
段

食
べ
て
い
る
魚
も
た

く
さ
ん
の
努
力
の
結

晶
と
い
う
事
を
実
感

で
き
た
事
で
す
。

　
心
を
込
め
て
、
ご

ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。

八重瀬町
企画財政課

香南市
学校教育課⇒宮里兼也

みやざとけんや 香南市
学校教育課

八重瀬町
企画財政課

⇒

山本正志
やまもとただし

パ
ヤ
オ
体
験
「い
た
だ
き
ま
す
。
」

　幸地忍さん（友寄）が 6 月 30 日、東風平中学校の永山
清勝校長を訪ね、図書を寄贈しました。幸地さんは、現在、
町の教育委員会委員を務めており、子どもたちの教育に熱
心に取り組んでいます。

　７月から人権擁護委員に委嘱される伊仲誠保さん
に、法務大臣からの委嘱状が交付されました。人権擁
護委員は、地域住民の人権が侵害されないよう常に注
意を払い、もし、人権が侵害されたときは、その相談

を受けるとともに、被害救済のため速
やかに適切な処理を行います。人権に
ついてお困りごとがあれば、お気軽に
ご相談ください。

東風平中へ本を寄贈
　八重瀬町婦人会は 7 月 10 日、「第 6 回婦人の主張
大会」を中央公民館で開催しました。婦人の地位向上、
活性化を目指すことを目的として開かれた大会には、
金城悦子さん（東風平支部）、國吉恵美子さん（世名
城支部）、神谷和枝さん（志多伯支部）、宮城絹代さん（宜
次支部）の 4 支部の代表が出場し、それぞれの主張
を熱い口調で訴えました。
　金城さんと國吉さんは 8 月 20 日に開かれる
南部地区大会に町代表として出場します。応援
宜しくおねがいします。

写真左から、神谷さん、金城さん、國吉さん、宮城さん

まちの相談パートナー ～人権擁護委員～ 婦人の主張大会第６回

「青い羽根募金」のお願い
募金活動強化月間　7月1日～8月31日
募金は海洋レジャー
事故や船が遭難した
場合の人命救助と、
事故防止策の資金と
して活用されます。

◎募金の振込先
　沖縄銀行 高橋支店 普通預金 1526329
　琉球銀行 壺屋支店 普通預金 4139
　海邦銀行 泊 支 店 普通預金 0-508ー276
　郵 便 局 口座番号 01780ー5ー46048
◎名義：社団法人　琉球水難救済会

募金先・問い合わせ 社団法人琉球水難救済会 電話 868ー5940

【6.1

▲

11.30】

八
重
瀬
町

香

南

市
か
ら
の

か
ら
の

体 験 記

人権相談ダイヤル ☎0570-003-110

（介護予防）認知症対応型共同生活介護施設　指定番号：4795700030

グループホーム  くしばる
認知症と診断を受けた方が9人以下の少数人数で、専門ス
タッフとともに、家庭的な雰囲気の中、自立した生活を送って
いただくための暮らしの場です。

グループ
ホームとは

入居対象者
①八重瀬町在住の方
②「要支援2～要介護5」の方
③認知症の診断を受けている方
※生活保護指定施設 担当者：長嶺、与那嶺

お
問
い
合
わ
せ

施設見学・体験入所歓迎します。
お気軽にご連絡下さい。

介護保険1割負担額+￥69,600=利用者負担額（月額）

介護度
要支援2
要介護1
要介護2
要介護3
要介護4
要介護5

1ヶ月（30日）計算
￥2 4 , 9 3 0
￥2 4 , 9 3 0
￥2 5 , 4 4 0
￥2 5 , 9 5 0
￥2 6 , 4 6 0
￥2 7 , 0 0 0

食材費 光熱費 家賃

￥30,000
（￥1,000/日）

￥9,000
（￥300/日）

基本料金：￥69,600

￥30,600
（￥1,020/日）

介護保険１割負担額 施設利用料／1ヶ月（30日）計算

098-851-9037
所在地：八重瀬町字後原268番地3
電話／FAX：

2011.8 67 2011.8




